
「
杜
牧
詩
、
選
』

誇
注
例
制
伴

凡
関

-
侍
本
i
s
;

序

筆
者
は
現
在
、
の
著
名
な
詩
人
社
牧
(
八
O
一一一

i
八
五
一
)
に

す
る
諜
注
畳
一
日
持
選
』
(
岩
波
書
時
・
岩
設
文
産
)
l
l
i敢
・
松

浦
友
久
先
生
と
の
共
著
ー
を
執
筆
中
で
為
る
。
本
稿
は
、
そ
の
中
に

収
め
る
会
克
服
問
、
多
諜
注
〈
一
首
)
、
参
吋
社
牧
集
」
の
主
要
な
薄
本

(
「
解
説
い
の
践
に
政
め
る
一
項
目
〉
む
一
一
一
種
を
、
松
浦
先
生
ゆ
か
り
の
こ

の
顎
究
誌
に
諜
悲
し
て
、
鶴
子
患
の
記
念
と
し
た
い
G

『
社
牧
詩
選
い
は
、
今
日
簿
存
す
る
吋
社
牧
集
』
の
主
要
な
縄
開

本
i
i
i

『
林
大
川
文
集
い
宗
大
川
外
集
』
吋
奨
叶
別
集
』
の
三
集
に
牧
め
る

約
四
一
五
首
の
詩
(
謬
人
詩
を
除
く
)
の
な
か
か
ら
、
一
二
九
首
を
犠

選
し
、
一
明
」
「
蓄
積
花
」
の
ニ
首
を
加
え
た
も
の
を
、
主
題
関
に
懐

古
・
・
行
路
・
郷
田

7

・
登
覧
・
離

-
飲
酒
・

別
・
詠
物
・
の
、

る
。
さ
告
に
「
阿
房
宮
賦
」

入
の
、
「
偶
恨
」
た
る
嬰
か

植

木

久

の
類
部
に
分
け
て
諜
注
を
蒐
す
も
の
で
あ

羽
一
拝
注
を
加
え
て
、
護
れ

る
こ
ル
〕

分
類
を
と
も

「
江
南
春
紹
句
〕
た
。
そ
し

は
生
前
、
本
書
に
牧
め
る
べ
き
詩
賦
の

先
生
み
ず
か
ら
程
鎮
の
「
懐
古
の
う
た
」
を

二

首

の

か

れ

て

、

操

る

べ

筆
者
辻
注
棒
、
と

日、

い
う
役
割
分
捨
を
決
め
て
ほ
ど
な
い
三

O
O一

如
逝
去
さ
れ
た
の
で
あ
る
c

先
生
の
適
切
・
正
確
な
現
代
語
課
と
擾
れ

た
解
説
〈
先
生
法
詩
甑
の
解
説
、
筆
者
は
簿
記
の
議
書
)
み
が

永
遠
に
夫
わ
れ
た
の
は
、
痛
恨
の

と
っ
て
、
す
で

分
額
を
絡
え
て
い
た
こ
と
、



こ
と
は
、

で

あ

っ

た

。

か

く

し

(

岩

波

文

庫

、

九

九
七
年
)
の
韓
例
に
部
し
一
る
方
針
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

今
こ
こ
に
『
社
牧
詩
選
』
に
攻
め
る
三
種
の
原
案
を
委
表
し
て
、
早
期

の
刊
行
を
賞
現
し
た
い
。

凡

例
に
は
、
四
部
叢
売
初
編
集
部

ι収
め
る
明
後
患
荷
額
宋
本
の

は
ん
せ
ん

影
印
『
株
式
川
文
集
」
(
本
集
・
文
集
〕
、
お
よ
び
言
該
量
一
日
に
付
載
す

る
『
奨
川
外
集
』
〔
外
集
〕
『
奨
川
別
集
』
〔
別
集
)
を
用
い
た
。

ち
ん
い
ん
き
つ

こ
れ
を
底
本
に
用
い
た
も
の
に
、
陳
允
吉
校
匙
本
(
上
海
古
籍
出

し
ゃ
く

版
枇
、
一
九
七
八
年
)
や
敏
揚
灼
校
粘
本
(
岳
麓
護
一
位
、
一
一

0
0
一

年
)
が
あ
る
9

本
骨
一
僻
む
校
勘
に
は
、
①
商
宋
期
の
詑
緯
者
米
詳

き
ょ
う
ち
ゅ
う

吋
焚
川
文
集
央
、
庄
い
〈
中
閣
議
事
衡
問
調
岡
館
麟
・
明
正
統
五
年
朝
鮮
刻

本
の
影
印
本
、
日
本
醤
立
公
文
書
舘
〔
内
閣
文
鑑
…
議
・
無
明
記
朝
鮮
刻

本
の
寓
員
複
製
本
)
、
多
明
苦
肉
様
相
四
十
六
年
刊
「
社
牧
集
」
[
牧
集
〕

(
蓋
宥
聯
経
出
領
事
業
公
司
彰
年
『
全
唐
詩
稿
本
』
第
五
十
竺
一
冊
、
社
牧
こ
し
ん

の
榛
に
用
い
ら
れ
た
坂
本
。
外
集
・
別
集
を
含
む
)
、
③
明
末
・
拐
震

77 

吋
社
牧
持
選
』
諜
注
倒
的
欝
〈
植
木
)

、
北
主
故
宮
簿
物
院
岡
欝
舘
競
・
上
場
金

年
の
彰
部
本
、

九
七
九
年
再
版
排
印
本
)
、

〈
中
華
書
局
・

集
語
宗
大
川
詩
集
注
』
〔
高
本
・
濡
詮
]
(
上
海
古
籍
出
按
註
・
一

九
七
八
年
再
販
排
印
本
)
の
ぼ
か
、
言
末
期
の
纏
集
、
⑥
晩
宮
・
章

暗
号
げ
ん

F

M

く

荘
編
吋
又
玄
集
』
、
⑦
五
代
(
後
欝
)
・
章
穀
編
『
才
調
集
』
(
と
も

『
唐
人
選
唐
詩
新
磁
」
〔
接
話
人
民
出
版
杜
・

九
九
六
年
〕

九
八

(
元
の
天
龍
詮
・
季
昌
増
注
『
一
一
一
謹
詩
」
〔
高
山
房
・
漢
文
大
系
、
九
一

O
年
詳
号
本
)
)
等
を
用
い
、
校
勘
の
富
該
箇
所
に
つ
い
て
は
、

「
語
誇
」
の
部
分
に
注
記
し
た
。
た
だ
し
、
詩
歌
の
理
解
を
助
け

る
も
の
に
限
定
し
、
明
白
な
誤
字
や
説
字
、
簡
略
化
さ
れ
た
詩
題
、

異
同
〈
「
揮
と
畑
」
「
構
と
持
」
「
踏
と
増
」
等
)
に
慨
し
て

間切

々

と

(
本
集

持
集
・
別
集
)
に
牧
め
る
者
数
を
、
の
後
に
(
)
を
付

し
て
、
詩
型
と
と
も
に
書
き
記
し
た
。
間
(
七
壬
一
口
組
旬
、
本
集
巻
田
)
。

一
語
人
の
別
集
構
成
を
持
つ
『
爽
注
』
「
弦
集
』
『
全
唐
詩
』
『
講

本
』
中
の
作
品
の
排
列
は
、
底
本
の
そ
れ
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
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る
が
、
『
唐
音
統
箪
』
の
み
は
詩
型
別
編
成
の
た
め
、
排
列
を
大

き
く
異
に
す
る
。
嘗
該
書
の
重
要
な
異
文
を
記
す
と
き
、
巻
敷
を

特
に
明
示
す
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

一
、
漢
字
に
つ
い
て
は
、
原
題
・
原
文
は
奮
漢
字
、
そ
の
他
は
原
則
と

し
て
新
漢
字
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
「
余
・
飴
」
「
欠
・
訣
」
な
ど
、

課
讃
の
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、
適
宜
、
奮
漢
字
を
用
い
て
い
る
。

一
、
か
な
づ
か
い
は
、
訓
讃
文
を
含
め
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
新
か
な

づ
か
い
に
よ
る
。
た
だ
し
、
「
出
ず
(
出
ず
・
出
。
っ
こ
な
ど
、
誤

讃
の
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、
適
宜
、
奮
か
な
づ
か
い
を
併
用
し
て

いマ令。

書

注
(
一
首
)

鄭
瑳
協
律

鄭
瑳
協
律

貴
文
の
遺
韻
樗
散
を
留
め

け

い

け

ん

と

し

よ

と

も

い

っ

せ

ん

鶏

犬

園

書

共

に

一

船

み

づ

か

と

こ

う

こ

か

え

自
ら
説
く
江
湖
よ
り
揖
ら
ざ
る
の
事

か

ぜ

は

ぽ

さ

け

あ

た

ね

ん

ね

ん

す

風
に
閉
ま
れ
酒
に
中
り
て
年
年
壱
過
ぐ
と

贋
文
遺
韻
留
樗
散

鶏
犬
園
書
共
一
船

自
説
江
湖
不
踊
事

間
風
中
酒
過
年
年

も
と
協
律
郎
の
鄭
瑳

て
い
け
ん

あ
な
た
は
、
鄭
慶
先
生
ゆ
ず
り
の
、
偉
大
な
ウ
ド
の
大
木
の
気
質
を
深

く
留
め
な
さ
り
、

鶏
や
犬
の
家
畜
も
、
書
物
も
、
す
べ
て
一
般
の
船
の
中
に
積
み
込
ん
で

気
ま
ま
に
暮
ら
し
て
い
る
。

わ

+

久
し
く
江
湖
の
聞
を
漂
泊
し
て
揖
ろ
う
と
し
な
い
事
由
を
、
み
ず
か
ら

言
い
謹
し
て
い
う
。

逆
風
に
は
ば
ま
れ
、
酒
に
酔
い
つ
ぶ
れ
て
い
る
う
ち
に
、

年
が
過
ぎ
て
い
っ
た
の
だ
、
と
。

一
年
ま
た
一

O
鄭
瑳
協
律
l

協
律
は
太
常
寺
協
律
郎
。
音
律
の
調
和
を
つ
か
さ

ど
る
官
(
正
八
品
上
)
。
鄭
瑳
の
事
跡
は
不
明
。
『
央
注
』
に
「
本
注

(
原
注
)
、
貴
文
の
孫
子
」
と
あ
り
、
『
増
注
三
瞳
詩
』
巻
一
に
も

「
躍
は
乃
ち
慶
の
孫
」
と
い
う
。
『
爽
注
』
の
「
本
注
」
は
底
本
の
な

か
に
は
見
え
な
い
が
、
明
代
(
十
五
世
紀
竿
ば
)
に
初
修
さ
れ
た

コ
量
臨
康
谷
鄭
氏
宗
譜
上
中
下
世
博
』
巻
三
に
よ
れ
ば
、
鄭
曜
は
鄭

』
度
の
玄
孫
(
慶
|
議
1

策
瑳
)
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
孫
子
」
(
子
孫

の
意
)
と
符
合
す
る
。
し
ば
ら
く
こ
の
玄
孫
説
に
従
う
。
明
・
張
之

象
編
『
唐
詩
類
苑
』
巻
九
七
に
は
、
「
鄭
瑳
協
律
に
贈
る
」
と
題
す

る。

O
贋
文
l

l
虞
文
館
博
士
鄭
度
の
こ
と
。
鄭
度
、
字
は
若
薄
。

天
賓
年
間
の
初
め
(
七
四
二
年
ご
ろ
)
、
協
律
郎
と
な
る
。
(
『
新
唐
書
』



橋一一

O
二
、
文
整
簿
中
)
。
天
賓
九
載
(
七
五
O
〉
、
園
子
監
の
な
か
に

襲
文
館
が
投
遣
さ
れ
る
と
、
左
選
の
地
か
ら
呼
び
も
ど
さ
れ
て
、
そ

の
博
士
と
な
る
。
社
甫
と
交
遊
し
、
玄
京
か
「
一

査
妙
紹
)
と
評
さ
れ
た
土
ハ
八
五

?
1七
六

円
歴
代
名
輩
記
』
巻
九
に
い
う
、
「
鄭
妻

軒
(
極
度
の
室
困
と
不
遇
)
に
あ
り
て
も
、

(
詩
・
盛
岡
・

挽
唐
の
張
要
遠

ハ
ノ
。
:
飢
窮
・
輔

・
篇
詠
を
好
・
む
」
と
。

O
樗
散
i

役
立
た
ず
の
大

樗
は
ヌ
ル
デ
、
ゴ
ン
ズ
イ
。
こ
ぶ
が
多
く
、
枝
も
曲
が
り

く
ね
っ
て
、
木
材
と
し
て
の
硬
い
這
が
な
か
っ
た
。
ま
た
散
は
散
木

(
役
に
立
た
な
い
木
)
む
棟
。
機
は
舟
を
遺
れ
ば
沈
み
、
持
を
作
れ
ば

早
く
襲
り
、
器
を
存
れ
ば
壊
れ
や
す
く
、
柱
を
作
れ
ば
議
が
食
っ
た
O

Q
笹
子
』
埠
議
選
・
人
関
世
篇
)
。
こ
こ
は
、
社
南
の
「
鄭
十
八
境
の

へ
ん

選
一
州
〈
漸
江
省
)
の
司
戸
(
参
撃
〉
に
間
以
せ
ら
る
る
を
迭
る
。

:ι

び
λ

詩
に
克
唱
え
る
、
「
鄭
公
法
槽
散
に
し
て
嚢
蘇
を
戒
す
」
を
締
ま

え
た
表
現
。
こ
の
た
め
本
来
「
ウ
ド
の
大
木
い
(
投
立
た
ず
の
人
間
)

を
意
味
す
る
「
樗
散
い
の
語
が
、
こ
こ
で
は
か
え
っ
て
一
種
の
反
語

表
現
と
し
て
、
不
通
や
貧
留
に
詔
託
せ
ず
、
経
麗
を
離
れ
て
自
由
な

境
漉
を
送
る
欝
躍
の
生
き
方
に
聾
す
る
共
惑
が
諜
う
c

ち
な
み
に
、

「
拷
散
」
の
字
、
底
本
e

・
『
牧
集
』

ζ

は
、
「
擁
散
」
に
謀

る

。

こ

こ

で

は

「

一

〈

巻

五

六

二

等

に

能

う

。

-
気
風
。

79 

吋
杜
牧
詩
遣
い
諜
佳
倒
的
稗
〈
横
木
)

と
湖
c

の
帝
都
〈
廟
堂
)
か
ら
遠
く
離
れ
た
寵
方
の

々

お
そ
ら
く
鄭
躍
は
、
す
で
に
協
律
郎
の
宮
を
や
め
て
お
り
、
気
ま
ま

な
生
活
を
乗
し
ん
で
再
び
蹄
朝
す
る
意
志
の
な
い
こ
と
を
い
う
c

。

不
鶴
事
l
j
t
事
は
事
由
・
原
因
。
。
随
級
品
l
!
逆
誠
に
邪
魔
さ
れ
る
。

江
水
・
世
間
斐
方
の
嵐
波
を
兼
ね
た
表
現
。
ち
な
み
に
「
阻
風
中
酒

逼
年
年
」
の
語
は
、
娩
膏
・
五
代
の
章
荘
「
蓬
船
に
摺
る
」
詩
の
結

句
に
も
見
え
る
。
本
詩
の
影
響
か
。

O
中
酒
!

i
酒
に
酔
う
、
酒
に

酔
い
つ
ぶ
れ
る
。
こ
の
「
中
」
は
去
撃
、

N
Y
U
P
伐
。
結
匂
は
鄭
璃
の

高
土
ぶ
り
を
描
諾
す
る
。

※
韻
字
1
l
i
船
・
年
(
七
言
紹
向
、
本
集
審
問
)
。

〔
補
注
]

(
1
)

王
晩
霞
主
編
吋
鄭
産
研
究
い
(
漸
江
吉
籍
出
版
社
、
一
九
九

O
年〉

に
引
く
宗
譜
の
播
錬
に
よ
る
。
鄭
璃
の
字
詰
「
畿
之
一
と
棒
え
る
c

ま

た
鄭
璃
の
事
勢
は
、
王
晩
護
主
編
『
鄭
妻
研
究
護
集
』
〈
漸
江
古
籍
出

版
枇
、
一
九
九
三
年
)
に
牧
め
る
金
組
鵠
「
窟
協
律
部
鄭
濯
故
里
考
吉
」

に
引
く
吋
一
郎
氏
宗
譜
何
等
出
会
照
。

〈

2
)

植
木
久
行
「
府
代
作
家
新
疑
年
鑑
(
八
〉
一
(
弘
前
大
事
人
文
翠
部

吋
文
鰹
論
叢
山
第
一
一
一
十
議
第
三
競
、
九
九
五
年
所
設
)
に
牧
め
る
鄭

実
の
燦
参
照
。
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『
杜
牧
集
』
の
主
要
な
樽
本

ゅ

う

は

い

え

ん

か

ん

杜
牧
の
甥
(
杜
牧
の
姉
が
嫁
い
だ
斐
偉
の
子
)
に
あ
た
る
斐
延
翰
は
、

杜
牧
の
死
(
大
中
六
年
十
二
月
ご
ろ
)
後
、
ほ
ど
な
く
生
前
の
委
唱
に
従
っ

て
、
「
奨
川
集
』
二
十
巻
(
前
の
四
巻
が
詩
[
賦
を
含
む
]
、
後
の
十
六
巻
は

文
)
を
編
纂
し
、
大
中
九
年
(
八
五
五
)
ご
ろ
、
後
序
を
書
き
終
え
て

完
成
さ
せ
た
。
都
長
安
の
東
南
郊
外
に
あ
る
京
兆
府
藍
田
懸
尉
・
集
賢

殿
校
理
在
任
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
今
日
博
存
す
る
杜
牧
の

詩
文
集
の
組
本
と
な
る
。
そ
の
後
、
唐
末
?
、
編
者
未
詳
『
奨
川
外
集
』

一
巻
(
詩
の
み
)
が
編
纂
さ
れ
、
績
い
て
北
宋
の
照
寧
六
年
(
一

O
七

二
一
)
の
自
序
を
有
す
る
田
概
編
『
奨
川
別
集
』
一
巻
(
詩
の
み
)
が
編

纂
さ
れ
た
。
か
く
し
て
『
杜
牧
集
』
の
根
幹
を
成
す
三
種
の
侍
本
が
杢

て
そ
ろ
う
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
南
宋
前
期
に
は
、
さ
ら
に
編
者
未

詳
『
奨
川
績
別
集
』
三
巻
が
出
現
し
た
が
、
大
宇
の
詩
は
杜
牧
の
友
人

許
揮
の
詩
で
あ
っ
た
。
『
杢
唐
詩
』
巻
五
二
六
、
杜
牧
七
の
僚
に
政
め

る
六
十
二
首
は
、
こ
の
『
績
別
集
』
の
残
本
中
の
詩
ら
し
い
。

今
日
一
般
に
杜
牧
最
良
の
侍
本
と
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
は
、
四
部
叢
刊

初
編
に
牧
め
る
『
奨
川
文
集
』
二
十
巻
と
そ
れ
に
付
載
さ
れ
た
『
奨
川

外
集
』
一
巻
「
奨
川
別
集
』
一
巻
で
あ
る
。
こ
の
版
本
は
、
早
く
と
も

明
の
正
徳
・
嘉
靖
年
間
(
十
六
世
紀
前
中
期
)
以
後
に
刊
行
さ
れ
た
翻

宋
本
ら
し
い
。
い
わ
ゆ
る
楊
氏
景
蘇
園
影
宋
刊
本
(
清
・
光
緒
三
十
二

年
[
一
九
O
六
]
楊
書
目
日
刊
)
や
宮
内
藤
書
陵
部
蔵
・
明
倣
宋
刊
本
は
、

い
ず
れ
も
こ
の
四
部
叢
刊
本
と
同
一
の
明
版
で
あ
っ
た
。

ま
た
明
末
・
清
初
の
銭
謙
盆
・
季
振
宜
遁
輯
「
全
唐
詩
稿
本
』
第

五
十
三
一
冊
、
杜
牧
の
僚
に
政
め
る
刊
本
『
杜
牧
集
』
は
、
明
・
朱
之
蕃

編
『
晩
唐
十
二
家
詩
集
』
(
高
麿
四
十
六
年
三
六
一
八
]
刻
本
)
に
牧
め

る
『
奨
川
詩
集
』
『
奨
川
外
集
』
ら
し
い
。
こ
の
『
奨
川
詩
集
』
は
、

『
奨
川
文
集
』
に
政
め
る
前
回
巻
の
詩
を
牧
め
た
も
の
で
あ
り
、
本
来

の
形
態
が
残
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
明
の
永
築
十
四
年
(
一
四
二
ハ
)
の
刊
記
を
持
つ
朝
鮮
刻
本

「
奨
川
文
集
爽
注
』
四
巻
(
『
奨
川
外
集
央
注
』
一
巻
を
付
載
)
が
惇
存
す

る
。
こ
の
「
爽
注
』
本
に
は
、
さ
ら
に
明
・
正
統
五
年
(
一
四
四
O
)

刊
本
・
無
刊
記
本
の
二
種
も
惇
わ
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
朝
鮮
古
刊
本

で
あ
る
。
『
爽
注
』
本
は
、
『
別
集
』
を
映
く
宋
代
流
布
の
一
形
態
(
晃

公
武
・
陳
振
孫
の
著
録
本
参
照
)
を
惇
え
て
お
り
、
巻
頭
の
賦
三
首
も
含

ま
れ
て
い
る
。
南
末
命
中
後
胡
マ
パ
計
三
埠
組
前
竿
寸
は
或
主
u
k
'注
嘩
伴

者
味
不
明
な
部
弓
南
宋
期
φ
中
国
木
島

t恥-。

『
爽
注
』
本
は
、
今
日
惇
存
す
る
『
杜
牧
集
』
E

の
版
本
と
し
て
最
も

古
い
だ
け
で
な
く
、
現
存
最
古
の
注
樟
書
と
し
て
、
初
め
日
本
で
近
年

中
園
で
も
注
目
さ
れ
始
め
た
。
明
・
正
統
刊
本
(
遼
寧
省
園
書
館
戴
)



(
一
九
九
七
年
〉

て
、
き
わ
め
て
科
用
し
や
す
く
な
っ

の
存
在
は
、
社
牧
の
詩
(
以
下
、
社
詩
と
略
構
)
に
暫

し
て
詳
注
を
施
し
た
吋
焚
川
詩
集
注
』
(
渚
・
嘉
襲
六
年
[
一
八
O
乙
利
〉

の
著
者
鴻
集
梧
で
さ
え
、
全
く
織
づ
か
な
か
っ
た
稀
観
本
で
あ
る
。
い

い
か
え
れ
ば
、
ヱ
穴
注
い
は
明
清
期
誌
と
ん
ど
未
知
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
校
勘
資
料
と
し
て
お
覆
値
辻
極
め
て
高
く
、
本
書
で
は
、

校
勘
と
注
欝
の
鰭
方
で
利
用
し
た
。
ち
な
み
に
詩
の
排
列
は
、

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
明
帝
翻
宋
本
宗
大
川
文
集
』

の
部
分
〉
は
、
強
唐
の
斐
廷
翰
絹
纂
時
の
蓄
態
を
か
な
り
よ
く
同
保
存
し

て
い
よ
う
が
、
改
饗
さ
れ
た
部
分
も
存
荘
す
る
。
号
本
来
の
書
名
は

語
大
川
集
い
で
あ
っ
て
、
吋
焚
川
文
集
』
で
は
な
い
ひ
こ
の
匙
培
、
『
議

暦
書
』
泰
一
四
七
e

杜
牧
簿
、
『
新
轡
欝
い
巻
六

0
・
塾
文
忠
、
南
宋

の
晃
公
武
『
郡
禁
讃
書
五
い
〈
製
本
)
巻
十
八
、
陳
振
孫
『
直
粛
書
録

解
題
」
巻
十
六
を
見
れ
ば
、
明
白
で
あ
る
。
寺
北
末
の
田
概
縦
宗
大
川

の
自
宰
に
よ
れ
ば
、
護
廷
輪
編
吋
境
問
集
』
中
に
は
、
「
古
律

が
存
在
し
た
。
し
か
し
明
刊
翻
宋
本
町
奨
川
文
集
』

首
(
巻
四
に
牧
め
る
唱
和
詩
の
相
手
九
殻
潜
之
・

で
あ
り
、
十
八
首
も
多
く
溜
入
し
て
い
る
a

(
特
に
前
四
容
の
持

詩一に
政
め
る
詩
教
は

耶
群
の
詩
各
一
首
を
除
く
)
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『
杜
牧
詩
議
同
課
注
関
韓
(
撞
木
)

③
『
奨
川
文
集
い
の
巻
頭
を
飾
る
葱
延
翰
「
奨
川
文
集
序
」

で

あ

っ

た

。

序

文

が

数

議

て

の

る

た

め

文
援
上
不
適
切
な
末
罷
の
部
分
が
餅
除
さ
れ
た
。
北

末
・
一
梓
』
倉
九
一
一
一
(
間
部
叢
刊
本
文
京
十
一
勝
文
』
巻
七
五

九
に
攻
め
る
「
奨
川
文
集
後
序
」
が
、
そ
の
欝
態
を
届
貯
え
て
い
る
。
前

除
部
分
に
よ
れ
ば
、
『
奨
川
集
い
の
巻
頭
に
は
本
来
、
叔
父
の
中
書
侍

郎
委
体
(
蓑
廷
翰
の
父
、
護
世
慢
の
弟
)
の
序
文
が
置
か
れ
て
い
た
。

暁
刊
翻
京
本
『
梯
大
川
文
集
い
に
は
、
こ
う
し
た
問
題
黙
が
存
在
す
る

が
、
そ
命
中
に
収
め
る
詩
文
は
、
ほ
ぽ
社
牧
の
作
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。
〈
容
器
所
取
の
「
江
上
鶴
党
結
句
」
辻
、
劉
鳳
錫
持
の
混
入
で
あ
る
)
。

『
境
問
外
集
」
と
『
奨
別
別
集
い
に
攻
め
る
詩
に
闘
し
て
は
、
社
牧

の
作
か
ど
う
か
を
見
き
わ
め
て
、
よ
り
憐
識
に
封
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
吋
外
集
』
に
段
め
る
持
一
二
七
首
お
う
ち
、
す
で
に
二
十
五
首

法
ど
は
、
社
牧
以
外
の
偶
詩
で
あ
り
、
罰
的
集
』
に
攻
め
る
詩
六
十
首

の
う
ち
十
二
首
ほ
ど
は
偽
持
で
あ
る
、
と
考
讃
さ
れ
て
い
る
。

編
者
未
詳
吋
境
川
外
集
』
の
成
立
年
代
は
、
今
日
な
お
明
様
で
な
い
。

現
存
の
「
外
集
』
に
収
め
る
一
二
七
言
は
、
出
概
の
「
引
集
序
」
に
見

え

る

「

欝

縛

の

吋

集

外

詩

』

な

る

書

は

、

と

大

き

く

異

な

っ

て

い

る

。

詩

人

変

自

休

し
た
た
め
、

る
こ
と
に
な
り
、

(
名
は
樺
)
を



中
国
詩
文
論
叢

第
二
十
二
集
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傷
む
詩
」
(
戚
議
十
一
年
[
八
七
C
〕
の
一
号
に
よ
れ
ば
、
設
が
幼

少
年
時
代
、
郷
校
で
克
た
吋
社
会
人
牧
之
集
』
〈
中
欝
合
入
社
牧
〔
字
牧

う
ん

之
〕
の
持
品
集
)
に
あ
っ
た
「
進
士
叢
警
に
興
う
る
詩
」
は
、
現
行
的

吋
外
集
』
に
殺
め
る
「
穀
揮
秀
才
の
務
花
に
和
す
」
詩
の
こ
と
ら
し
い
。

さ
ら
に
五
代
(
後
萄
)
・
章
穀
輔
主
イ
調
集
』
巻
田
に
は
、
カ
乃
集
」
に

攻
め
る
一
一
一
首
「
誇
苑
〕
〈
定
子
〉
「
月
」
「
遺
捜
」
〈
輯
働
制
川
)
が
一
緒
に

ま
と
め
て
牧
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
考
え
れ
ば
、
『
外
集
』
は
皆
末

に
或
立
し
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
現
行
の
「
外
集
い
は
、
す
で
に

首
時
の
欝
態
を
か
な
わ
J

失
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
現
符
の
『
杜
牧
集
』
の
時
本
は
、
『
爽
注
」
本
も

含
め
て
、
明
刊
本
が
最
古
で
あ
り
、
ぞ
れ
以
上
は
遡
れ
な
い
。
し
か
も

テ
キ
ス
ト
は
少
し
範
れ
て
お
り
、
誤
牧
・
妄
増
詩
が
合
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
杜
詩
を
適
切
・
正
確
に
護
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
唐
宋
期
の

総
菜
の
な
か
に
牧
め
る
社
詩
の
文
字
に
到
し
て
も
、
蓄
熱
注
目
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
意
味
で
麿
末
の
つ
v

八
玄
集
』
(
光
化
一
一
一
年
{
九
0
0
)

の
『
才
調
集
い
、
お
よ
び
北
宋
初
期
の
遊
興
三
年
(
九
八

先
日
央
華
い
は
、
特
に
な
ろ
う
。
こ
の

に
利
用
し
た
ゆ
え
ん mw

作〉

自
序
〉
ム
ハ
)
に
成
る

採
り
あ
げ

詮
韓
書
と
し
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
南
宋
の

諒
対
川
川
文
集
爽
注
』
(
吋
外
業
爽
誼
』
一
審
を
含
む
〉
が
存
在
す
る
。

ふ
う
し
唱
う
ご

い
て
清
の
鴻
集
梧
吋
奨
川
詩
集
詮
」
(
嘉
麿
三
年
〔
一
七
九
八
〕
自
呼
〉

が
出
現
し
、
古
典
持
に
封
す
る
優
れ
た
注
韓
議
日
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て

い
る
が
、
吋
外
集
』
や
『
間
集
い
の
持
品
に
封
し
で
は
注
轄
を
施
さ
な

近
現
代
に
な
っ
て
刊
行
さ
れ
た
社
詩
の
注
鶏
書
の
な
か
で
、
本
書
の

謹
注
に
利
用
し
た
主
な
も
の
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
〈
研
究
欝
・
詳
簿
の

(
人
民
文
事
出
版
駐
、
一
九
五
七
年
。
再
版
あ
り
)

「
杜
牧
詩
選
い
〈
生
活
・
謹
書
・
新
知
一
ニ
聯
繋
詰
香
港
分
庖
、

九
八
O
年
c

ま
た
腐
東
人
民
出
夜
一
世
、
一
九
八
開
年
版
も
あ
る
)

争

朱

碧

蓮

・

一

(

上

海

古

籍

出

版

説

、

八
二
年
〉

九

『
社
牧
選
集
恥
(
上
海
古
籍
出
額
世
、

九
九
五
年
)

⑤
呉
在
襲

二
O
G
ニ
年
〉

-
陳
全
諒
校
関

盛
一
綱
同
一
ニ
民
書
題
、
二

0
0
…一年〉

円
日
本
】

①
上
村
才
六
訳
出
奨
川
紹
句
詳
解
い
(
韓
敬
社
、

〈
上
下
a

一冊、

九



③
市
野
津
寅
雄
司
社
牧
』
(
集
英
一
祉
、
九
六
五
年
)

③
荒
井
縫
吋
社
牧
い
(
筑
鰹
審
男
、
一
九
七
四
年
)

@
石
川
忠
久
『
関

H
K
漢
詩
を
よ
む
社
牧
』
(
日
本
放
送
出
穀
協
曾
、

一
九
九
一
年
)

中
調
版
の
岳
争
告
は
、
選
議
し
た
詩
歌
を
嬬
年
部
分
と
未
舗
年
部
分

と
に
分
け
て
注
轄
す
る
が
、
特
に
②
は
優
れ
た
円
セ
備
え
て
い
る
。

壱
は
詑
障
が
詳
し
い
。
③
は
平
易
・
明
解
な
注
輯
舎
は
編
年
韓
形

式

の

簡

略

な

許

注

警

で

あ

る

。

@

は

『

奨

川

文

佑

の

う

ち

の

十
六
巻
ま
で
の
杢
作
品
と
巻
十
七
以
下
の
「
制
い

未

収

二

自

の

で

あ

る

。

お
よ
び

つ
ま
り
⑥
は
、
謹
注

の

多

さ

で

あ

る

が

、

詩

歌

の

謬

注

に

つ

い

、
必
ず
し
も
綿
密
で
は
な
い
。

日
本
版
の
号
は
、
『
鴻
本
』
所
散
の
紹
句
一
五
六
普
の
謬
注
で
あ
る
。

@
は

B
本
に
お
け
る
最
初
の
大
部
の
諜
注
書
で
あ
る
が
、
頃
雑
で
分
か

り
に
く
い
己
③
の
な
か
に
攻
め
る
約
一
一
一
十
首
の
社
詩
の
翠
注
は
、
現
在

で
も
参
照
に
値
す
る
。
多
は
う
ジ
オ
第
二
放
送
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、

卒
明
な
一
許
轄
を
特
色
と
す
る
c

ち
な
み
に
陳
胎
撤
主
縦
『
増
訂
注
稗
全
唐
詩
』
(
全
五
冊
、
文
化
襲
議

出
坂
社
、
二

C
C
一
年
)
の
祷
諜
な
控
稗
(
晃
夜
襲
執
筆
)
も
、
充
分
参

な
る
。
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主
任
牧
詩
選
」
諜
法
例
韓
(
植
木
〉

j主

〈

1
)

植
木
久
行
「
杜
校
生
卒
年
論
操
考
l
j
z
許
運
ら
の
波
年
に
も
樹
れ
て
い

(
吋
集
刊
東
洋
畢
』
第
六
十
八
践
、
一
九
九
二
年
所
取
)
参
照
。

(
2
)
胡
可
光
一
社
牧
詩
文
雑
考
」
(
悶
「
社
牧
研
究
叢
稿
』
人
民
文
撃
出

板
一
粒
、
一
九
九
三
年
所
取
)
や
、
美
夜
襲
「
杜
牧
卒
年
及
「
社
秋
娘
詩
』

系
年
考
耕
」
(
同
吋
杜
牧
論
稿
』
鷹
門
大
事
出
販
社
、
一
九
九
一
年
新

政
)
参
照
。

〈

3
)
葛
兆
光
コ
属
集
積
記
」
(
『
文
献
』
第
二
十
二
輯
、
一
九
八
四
年
断
攻
)

ゃ
、
こ
の
説
を
受
け
て
探
求
し
た
鵠
可
先
立
札
牧
研
究
叢
鶏
い
六
六
貰

と
二
二
五
真
を
参
照
。
宗
本
膏
詩
い
巻
五
二
六
は
、
明
翠
本
十

な
か
で
「
別
築
“
鍔
』
“"n
』
“
"
』
“
同
中
の
後
に
付
載
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
薬
よ
づ
つ
く
。

か
ん
し
ゃ
く
た
く

(
4
)

韓
鵠
鐸
「
鞠
子
『
奨
川
文
集
央
注
』
」
(
叫
遼
寧
大
撃
事
報
』
[
哲
樫

一
駐
曾
科
間
四
千
版
]
一
九
八
四
年
第
四
期
新
故
)
に
よ
る
。

〈

5
〉
山
内
春
夫
一
社
牧
築
の
版
本
に
つ
い
て
」
〈
詞
『
杜
牧
の
研
究
』
議

文
堂
書
居
、
一
九
八
五
年
新
政
)
の
説
に
よ
る
。

(
5
)
明
清
未
刊
稿
議
編
第
二
輯
と
し
て
、
一
九
七
六
年
に
影
印
さ
れ
た
。

「
全
唐
詩
稿
本
」
の
掠
名
は
、
言
口
詩
」
も
し
く
は
『
全
農
詩
句

(
?
)
吋
柱
牧
築
h

の
名
は
、
刀
楠
本
』
摂
取
の
テ
キ
ス
ト
の
版
、
心
に
よ
る
。

判
文
集
h

「
外
集
h

『
間
集
い
の
詩
を
、
す
べ
て
一
巻
之
五
」
と
し
て
故

め
る
。

(
8
)

岡
県
一
一
強
一
円
全
壊
持
稿
本
い
採
用
時
集
考
賂
」
(
棋
西
部
範
大
撃
古
籍

断
編
吋
・
吉
代
文
献
研
究
集
林
』
第
三
集
、
陳
西
部
大
出
版
社
、
九
九



中
園
詩
文
論
叢

第
二
十
二
集
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五
年
所
取
)
の
説
に
よ
る
。
こ
の
論
文
に
『
奨
川
別
集
』
の
名
を
記
さ

な
い
の
は
、
車
な
る
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
か
。
買
二
強
の
論
文
の
閲
請
に
閲

し
て
は
、
上
海
の
復
日
一
大
事
に
留
皐
中
の
佐
藤
浩
一
氏
の
子
を
煩
わ
せ

た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
く
感
謝
し
た
い
。

の
み
や
ま

(
9
)

許
山
秀
樹
「
『
奨
川
文
集
央
注
』
の
成
立
と
版
本
」
(
早
稲
田
大
事

『
中
国
文
皐
研
究
』
第
二
十
期
、
一
九
九
四
年
所
取
)
の
説
に
よ
る
。

こ
の
論
文
は
、
『
央
注
』
に
閲
す
る
知
見
を
大
き
く
前
、
進
さ
せ
た
労
作

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
最
古
の
永
集
刊
本
の
足
本
は
、
お
茶
の
水

せ

い

き

ど

っ

園
書
館
成
筆
堂
文
庫
所
競
本
だ
け
で
あ
る
と
い
う
。

(
叩
)
市
野
津
寅
雄
『
杜
牧
』
(
一
九
六
五
年
)
や
荒
井
健
『
杜
牧
』
(
一
九

七
四
年
)
は
、
杜
詩
の
最
古
の
注
樟
書
と
し
て
活
用
す
る
。

(
日
)
注
4
の
韓
錫
鐸
の
論
文
ゃ
、
呉
在
慶
「
朝
鮮
刻
本
『
奨
川
文
集
央
注
』

的
文
献
債
値
」
(
『
唐
代
文
昌
子
研
究
』
第
九
輯
、
賢
西
大
皐
出
版
社
、
二

O
O二
年
所
取
)
参
照
。

(
ロ
)
『
朝
鮮
刻
本
棋
大
川
文
集
爽
注
』
(
中
華
全
園
圃
書
館
文
献
縮
徴
複
製
中

心
、
費
行
者
は
新
華
書
居
北
京
護
行
所
)
。

(
日
)
胡
可
先
「
杜
牧
詩
員
偶
考
」
(
同
『
杜
牧
研
究
叢
稿
』
所
取
)
は
、

先
行
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
記
述
を
持
ち
、
参
照
に
値
す
る
。
た
だ

し
「
懐
具
中
鴻
秀
才
」
詩
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
杜
牧
の
詩
と
見
な
す
。

体
培
基
『
全
唐
詩
重
出
誤
政
考
』
(
陳
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
)

も
参
照
。

(
日
)
胡
可
先
「
杜
牧
詩
文
雑
考
」
(
注
2
)
の
な
か
で
の
指
摘
。

(
日
)
古
く
は
明
末
・
胡
震
亨
『
唐
音
統
筆
』
巻
五
五
二
一
(
戊
譲
二
、
杜

牧
小
侍
の
注
に
い
う
、
「
其
の
外
集
の
詩
は
、
唐
人
の
編
む
所
に
し
て
、

其
(
社
牧
)
の
焚
棄
を
更
る
の
余
り
」
と
。

(
日
)
胡
可
先
「
杜
牧
詩
文
雑
考
」
(
注
2
)
に
は
、
こ
う
推
測
す
る
、
ー
ー

現
行
の
『
奨
川
外
集
』
は
、
後
の
人
が
唐
代
成
立
の
『
外
集
』
と
『
集

外
詩
』
一
巻
(
陳
振
孫
『
直
粛
書
録
解
題
』
巻
十
六
に
見
え
る
)
あ
る

い
は
他
集
と
を
混
合
・
剛
削
し
て
作
り
上
げ
た
も
の
、
と
。
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